
城陽市障がい者自立支援協議会 

第 39 回 聴覚言語障がい支援部会報告書 

 

報告者 部会長  聴覚障害者生活支援センター はーもにぃ  長山 綾  

標記について下記のとおり報告します。 

日  時  平成 28(2016) 年 12月 6日午前 10時～12時 

場  所  福祉センター 3階 ミーティングルーム  

出 席 者  城陽市福祉課 

相談支援事業所 はーもにぃ 

手話通訳者の会・要約筆記奉仕員会・手話サークル・要約筆記サークル 

城陽ろうあ協会・城陽市難聴者協会  

検討課題    １．難聴者、要約筆記の啓発について 

【議事録】 

１．難聴者、要約筆記の啓発について 

（１）11月 6日（日）に開催された日本語字幕映画上映会についての振り返りを行った。 

（２）上映した「お兄ちゃんのハナビ」は感動的な内容で、観客は涙を流しながら観賞されていた。 

（３）冒頭に紹介ＤＶＤを上映したが、とても分かりやすかったと評判であった。視覚的に訴えるこ

と一般市民の方にもわかりやすいものであったと感じる。 

（４）来場者は 108名、実行委員や当日の要員も併せると 130名ほどとなった。同日に他の行事も重

なっている中で、大勢に来て頂けたことに日本語字幕映画上映への関心の深さを感じた。 

（５）アンケートも 84名から頂いた。企画、映画の内容、字幕など「とてもよかった」との回答を多

く頂いた。また回答者の内 25％は聞こえない方、聞こえにくさを感じている方であり、日本語

字幕映画の必要性を実感することとなった。 

 （６）今回は、あえて「聴覚障害」を全面に出さずに企画を設けた。純粋に映画を観に来られた方も 

多かったと感じ、様々な立場の方と一緒に上映会を実施できたことで今後の取り組みの指針と

なる企画となった。 

 

２．次回会議 

 （１）次回は 2月 7日（火）に今年度最後の会議を実施する予定。 

 

 

 


